




 

1.研究目的 

 今日の産科では超音波診断装置の使用が広く普及し,臨床検査に用いられて

いる。超音波連続波を用いるドブラ法装置が産科に導入されると,その有用性の

ためにたちまち 100%に用いられるようになつた。超音波診断によって胎児や新

生児に異常を生じた報告はみられず,一般的検討でも障害の可能性はなく,妊娠

中に超音波診断をうけた児の出生後生育についても対照例と変りないとの報告

もあった。しかし児に超音波エネルギーが与えられるのは事実なのであるから,

昭和46年ごろから胎児への作用に注意が向けられ,47年からは厚生省心身障害

研究班でもこの問題が取り上げられ,5 年の研究ののちに,超音波連続波の作用

閾値にくらべて診断装置の超音波音響強度は著しく小さく,約 200 倍の安全域

を有する可能性が示唆された。 


